
様式４－４ 

事業概略書 

事 業 名 支援機器開発における効果的なニーズの発掘を支援するための調査研究 

事 業 目 的 

本事業では、医療機器開発向けに確立された現場ニーズに基づく開発手法

であるバイオデザインプロセスをベースに、支援機器開発の特異性を勘案

したプログラムとして構築するために、バイオデザイン手法のフレームワ

ークを体験的に学ぶワークショップ形式を主体とした研修プログラムを企

画・実施し、その振返りと検証等を通じて、支援機器開発に有用で且つ継

続実施可能な実効性のある研修プログラムを構築することを目的とした。 

事 業 概 要 

支援機器開発に従事する企画・開発関係者並びに同分野に関する大学・大

学院等に於けるアカデミア関係者等を主たる対象とし、基調講義としての

オンラインセミナーとワーク主体のオンラインワークショップ（１コース＝3

時間/回×3回、定員 10名）を実施し、実施後に参加者にアンケート調査を実施し

た。その結果を踏まえた有識者からのヒアリングも行い、調査研究結果をまとめ

た。 

事業実施結果 

及び効果 

今回の事業を通し、 

・バイオデザイン手法の支援機器開発/開発者への親和性の高さ 

・支援機器開発における医療機器とは異なる特有の留意点 

を把握することができた。 

この調査研究事業を通じて得られた気付きを踏まえ構築した段階的なプロ

グラムを継続的に実施し、バイオデザイン手法とその思想を支援機器開発

関係者/企業に広く認知、理解せしめ、支援機器ユーザーにとってより付加

価値の高い機器が生み出せる環境作りにつなげていく。 

事 業 主 体 

郵便番号：〒102-0083 

所 在 地：東京都千代田区麹町 2-10-2プレミアムオフィス麹町 201 

法 人 名：一般社団法人日本バイオデザイン学会 

電話番号/E-MAIL：TEL:03-6265-6885 / secretariat@jamti.or.jp 

 （注） 

１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するため、一般に公開することを想定し、分

かりやすい表現に努めること。 

 ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途実施した事業についての成果物を必ず

提出すること。 

 ３ 「事業目的」､「事業概要」、「事業実施結果及び効果」について、それぞれ２５０字程度で簡潔に記入す

ること。 

  


